
平成 31(2019)年度 業務の実績に関する報告書について 

（概要版） 

１ 自己点検・評価報告書の作成 

平成 31（2019）年度計画に係る事業の実績について、内部質保証推進室で各部局

及び事務局各課からの報告に基づいて取りまとめ、その進行状況を下記の 4 段階で

評価し、自己点検・評価報告書を作成した。 

＜年度計画の進行状況＞ 

Ⅳ 年度計画を上回って実施している Ⅲ 年度計画を順調に実施している 

Ⅱ 年度計画を十分に実施できていない Ⅰ 年度計画を実施していない 

２ 平成 31（2019）年度計画の進行状況 

平成 31（2019）年度計画の進行状況は以下のとおりである。3頁以降に、Ⅳ評価と

した項目の取組状況を示す。 

＜年度計画の進捗＞ 

分 野 
中期計画 

項目数 

完了※ 

項目数 

平成 31（2019）年度計画における項目数及び進行状況 

Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 

教 育 31 1 30  6 24 0 0 

研 究 9 0  9  0  9 0 0 

社会貢献 12 0 12  1 11 0 0 

管理運営 17 0 17  3 14 0 0 

計 69 1 68 
 10 

(14.7%) 

58 

(85.3%) 

0 

(0.0%) 

0 

(0.0%) 

※2018年度末までに完了した中期計画の項目数

平成 31（2019）年度は、第 3 期中期計画の 3年目にあたり、第 3期中期目標

の主要事業と位置付けた新教育課程の全学一斉導入、コアプログラム制や海外

体験の充実を中心とした英米学科の再編、新社会人教育プログラムの開設等に

重点的に取組む非常に重要な年度であった。 

こうした認識のもと、就職支援の充実や研究開発の推進、SDGｓ等社会貢献を

推進するとともに、理事長・学長のリーダーシップの下、引き続き大学ガバナ

ンスの充実や、自主財源の確保等健全な財政運営に努め、またコンプライアン

スの強化にも取り組み、教育、研究、社会貢献、管理運営の４つの全分野にお

いて計画を着実に実施した。
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Administrator
スタンプ



 

  

【
Ⅳ
評
価
の
項
目
】

 

計
画

 

No
 

年
度
計
画
の
内
容
 

実
施
状
況
 

教
育

 

1 

［
地
域
科
目
の
開
設
等
］
 

学
士

課
程

に
つ

い
て

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
再

編
を
行
い
、
20
19

年
度
入
学
生
か
ら
新
教
育

課
程
を
導
入
す
る
。
基
盤
教
育
科
目
の
地
域

科
目
に
つ
い
て
、
新
教
育
課
程
の
導
入
に
合

わ
せ
、
こ
れ
ま
で
の

6
科
目
か
ら

12
科
目

に
再

編
、

拡
充

す
る

。
「

地
域

の
社

会
と

経

済
」、
「
地
域
の
文
化
と
歴
史
」、
「
地
域
の
達

人
」、
「
地
域
防
災
へ
の
招
待
」
な
ど
、
11

科

目
を
開
講
し
、
講
師
に
は
引
き
続
き
行
政
担

当
者
や
企
業
の
実
務
家
を
招
聘
す
る
。

 

20
19
年
度
か
ら
の
新
教
育
課
程
導
入
に
合
わ
せ
、
基
盤
教
育
課
程
に
お
い
て
、
3つ

の
ポ
リ
シ
ー

を
見
直
し
、
身
に
つ
け
る
力
（
基
盤
力
）
の
一
つ
に
「
地
域
と
歩
む
」
を
位
置
づ
け
、
地
域
科
目

を
6科

目
か
ら
12
科
目
に
再
編
・
充
実
し
た
。
 

ま
た
、
地
域
科
目
の
講
師
に
は
行
政
担
当
者
や
企
業
の
実
務
家
を
多
数
招
聘
し
、
各
科
目
に
お

い
て
招
聘
す
る
実
務
家
教
員
数
を
前
年
度

5
1名

か
ら
11
7名

と
大
幅
に
増
員
す
る
等
、
授
業
内
容
を

充
実
さ
せ
た
。
 

そ
れ
ら
の
取
組
み
の
結
果
、
新
教
育
課
程
に
お
け
る
１
年
次
の
地
域
科
目
受
講
者
数
が
前
年
度

83
0名

か
ら
1,
35
1名

と
大
幅
に
増
加
（
52
1名

増
）
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

 （
地
域
科
目
の
開
講
・
受
講
状
況
）

 

配
当
 

時
期
 

科
目
名
称

 

受
講
者
数
 

旧
教
育
課
程
 

新
教
育
課
程

 

20
18
年
度
 

20
19
年
度
 

(
う
ち
2
0
1
9
年
度

入
学
生
)
 

1年
次
 

地
域
特
講
A 
◎
 

 
10
6名

 
10
6名

 
都
市
と
地
域
 ◎

 
 

24
1名

 
24
1名

 
地
域
の
社
会
と
経
済

  
20
6名

 
27
9名

 
15
5名

 
地
域
の
文
化
と
歴
史

 
50
0名

 
33
2名

 
21
3名

 
地
域
の
達
人
 ◎

 
 

30
1名

 
30
1名

 
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

 
12
4名

 
23
9名

 
19
2名

 
地
域
と
国
際
 ◎

 
 

13
2名

 
13
2名

 
地
域
防
災
へ
の
招
待

 ◎
 

 
11
名
 

11
名
 

1年
次
配
当
科
目
の
受
講
者
数
推
移

 
83
0名

 
1,
64
1名

 
1,
35
1名

 
2年

次
 

北
九
州
市
の
都
市
政
策

  
48
3名

 
29
9名

 
 

ま
な
び
と
企
業
研
究
Ⅰ

  
23
名
 

20
2名

 
 

3年
次
 

ま
な
び
と
企
業
研
究
Ⅱ

 
2名

 
10
名
 

 
合
計
 

1,
33
8名

 
2,
15
2名

 
1,
35
1名

 

 
※
◎
は
20
19
年
度
か
ら
地
域
科
目
と
し
て
開
講
し
た
科
目
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計
画

 

No
 

年
度
計
画
の
内
容
 

実
施
状
況
 

教
育

 

6 

［
環
境

ES
D
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
再
編
］
 

新
教

育
課

程
の

導
入

に
あ

わ
せ

、
副

専
攻

「
環
境

ES
D
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

20
19

年
度

入
学

生
か

ら
新

し
い

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

開
講

す
る
と
と
も
に
、
環
境
関
連
科
目
の
履
修
者

等
、
環
境
に
関
心
の
あ
る
学
生
へ
の
広
報
活

動
を
充
実
す
る
な
ど
、
効
果
的
な
学
内
広
報

を
実
施
す
る
。
 

［
履
修
学
生
数
：
プ
ロ
グ
ラ
ム
定
員
の

90
％

以
上
］
 

副
専
攻
「
環
境
ES
Dプ

ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、「

環
境
」
に
関
連
し
た
科
目
を
体
系
的
に
整
理
し
、

20
19
年
度
か
ら
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
始
し
た
。
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
基
盤
教
育
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
科
目
と
し
て
基
盤
教
育
科
目
「
環
境

ES
D入

門
」

を
新
規
に
開
講
す
る
等
、
よ
り
多
く
の
学
生
が
環
境

ES
Dへ

の
関
心
を
持
て
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構

築
し
た
。
 

ま
た
、
オ
プ
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
探
求
型
海
外
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
、
基

盤
教
育
科
目
「
環
境
ES
D入

門
」
に
お
い
て
、
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
参
加
者
が
発
表
す
る
等
、
効
果

的
な
学
内
向
け
の
広
報
活
動
を
行
っ
た
。
 

 

 
こ
れ
ら
の
効
果
的
な
取
組
み
の
結
果
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
も
、
履
修
者
数
は

41
名
と
定
員
を

上
回
る
人
数
と
な
り
、
数
値
目
標
で
あ
る
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
定
員
の

90
％
以
上
」
を

3年
連
続
で
達
成

し
た
。
 

 

（
履
修
学
生
数
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
定
員
40
名
 

年
 
度
 

20
16
年
度

 
20
17
年
度
 

20
18
年
度
 

20
19
年
度
 

履
修
者
数
 

14
名
 

37
名
 

40
名
 

41
名
 

定
員
充
足
率
 

35
％
 

93
％
 

10
0％

 
10
2％

 
 

教
育

 

7 

［
教
育
組
織
の
再
編
］
 

○
外
国
語
学
部
英
米
学
科
は
、
20
19

年
度

入
学
生
か
ら
、
英
語
集
中
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
意
識
し
た

「
La
ng
ua
ge
 a
nd
 E
du
ca
ti
on
 

Pr
og
ra
m」
「
So
ci
et
y 
an
d 
Cu
lt
ur
e 

Pr
og
ra
m」
「
Gl
ob
al
 B
us
in
es
s 

Pr
og
ra
m」

の
3
つ
の
専
門
分
野
か
ら
選

択
す
る
コ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
、
海
外
体

験
の
充
実
な
ど
を
中
心
と
し
た
新
教
育

課
程
を
導
入
す
る
。
 

 

＜
英
米
学
科
の
再
編
＞
 

外
国
語
学
部
英
米
学
科
の
教
育
体
制
を
強
化
し
、
高
度
な
英
語
運
用
能
力
の
も
と
で
、

3
つ
の
専

門
分
野
か
ら
選
択
す
る
コ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
、
海
外
体
験
の
充
実
等
を
中
心
と
し
た
新
教
育
課
程
を

20
19

年
度
か
ら
開
始
し
た
。
 

 新
体
制
に
お
い
て
は
、
専
任
教
員

15
名
の
う
ち
、
外
国
人
教
員

8
名
、
女
性
教
員

7
名
と
、
外

国
人
教
員
、
女
性
教
員
を
多
く
採
用
し
、
英
米
学
科
な
ら
で
は
の
国
際
的
な
教
育
体
制
を
構
築
す
る

と
と
も
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
刷
新
に
合
わ
せ
、
広
報
活
動
を
強
化
し
、
積
極
的
な

PR
を
実
施
し

た
結
果
、
引
き
続
き
、
基
礎
英
語
力
の
高
い
優
秀
な
学
生
を
確
保
し
た
。

 

（
1
年
次

1
学
期
時
点

TO
EI
C
ス
コ
ア
平
均

67
0.
7
点
／
前
年
度

62
9.
5
点
）
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計
画

 

No
 

年
度
計
画
の
内
容
 

実
施
状
況
 

 
○

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成
推

進
事

業
「
Ki
ta
ky
us
hu
 G
lo
ba
l 
Pi
on
ee
rs
」
の
後

継
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
新
た
に
学
部
共
通

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
Ki
ta
ky
us
hu

 
Gl
ob
al
 E
du
ca
ti
on
 P
ro

gr
am
（
KG

EP
）」

を
開
設
し
、
20
19

年
度
入
学
生
か
ら
、
高
い
英

語
運

用
能

力
と

実
践

力
を

身
に

つ
け

る
副

専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ad
va
nc
ed

コ
ー
ス
」
と

海
外

体
験

を
中

心
と

す
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
「
Ch
al
le
ng
e
コ
ー
ス
」
を
開
始
す
る
。

 

＜
Ki
ta
ky
us
hu
 G
lo
ba
l 
Ed
uc
at
io
n 
Pr
og
ra
m
（
KG
EP
）
の
開
設
＞
 

英
米
学
科
の
再
編
と
と
も
に
、
全
学
の
学
生
を
対
象
と
す
る
「

Ki
ta
ky
us
hu
 G
lo
ba
l 
Ed
uc
at
io
n 

Pr
og
ra
m（

KG
EP
）」

を
20
19

年
度
に
開
設
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
海
外
体
験
を
中
心
と
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ch
al
le
ng
e
コ
ー
ス
」
と
、
高
い
英
語
運
用
能
力
と
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
副
専
攻

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ad
va
nc
ed

コ
ー
ス
」
の

2
つ
の
コ
ー
ス
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
1
年

次
生
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「

Ch
al
le
ng
e
コ
ー
ス
」
を
開
始
し
た
。
 

 

教
育

 

9 

［
派
遣
留
学
の
拡
大
］
 

○
既
存
協
定
校
へ
の
留
学
枠
の
確
保
・
拡
大

に
努
め
る
ほ
か
、
新
た
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

経
営
学
校
（
Si
ng
ap
or
e 
In
st

it
ut
e 
of
 

Ma
na
ge
me
nt
）
へ
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

開
始
す
る
。
ま
た
、
ダ
ブ
リ
ン
シ
テ
ィ
大

学
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
と
学
術
交
流
協
定

及
び

学
生

派
遣

協
定

を
締

結
す

る
と

と
も
に
、
新
規
協
定
校
の
開
拓
に
向
け
て
積

極
的
に
取
り
組
む
。
 

 ○
留
学
フ
ェ
ア
等
に
お
い
て
、
協
定
に
よ
る

派
遣
留
学
、
語
学
留
学
、
そ
の
他
海
外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
学

生
へ

の
周

知
と

あ
わ
せ
て
、
留
学
報
告
会
、
奨
学
金
説
明
会

な
ど
を
開
催
し
、
学
生
の
留
学
等
へ
の
意

欲
を
高
め
る
。
ま
た
、
基
盤
教
育
科
目
「
世

界
で
の
学
び
方
」
や
英
米
学
科
で
学
生
の

留
学
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う
。

 
［
海
外
で
の
学
習
体
験
者
数
：
20
22

年
度
ま

で
に

1.
5
倍
以
上
（
20
15

年
度
比
）］

 

＜
既
存
協
定
校
へ
の
留
学
枠
の
確
保
・
拡
大
＞

 
国

際
教

育
交

流
セ

ン
タ

ー
で

は
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

経
営

学
校

（
Si
ng
ap
o
re
 
In
st
it
ut
e 

of
 

Ma
na
ge
me
nt
）、

中
原
大
学
と
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
募
集
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
20
19

年
度
は
、

既
存
協
定
校
の
留
学
枠
を
拡
大
す
る
こ
と
に
注
力
し
、
派
遣
枠
数

20
名
増
（
前
年
度
比

13
.6
％
増
）、

受
入
枠
数

12
名
増
（
前
年
度
比

15
.1
％
増
）
と
留
学
枠
を
拡
大
し
た
。
 

 ＜
交
換
、
派
遣
留
学
等
の
派
遣
実
績
＞

 
学
生
の
留
学
等
へ
の
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
留
学
説
明
会
や
保
護
者
対
象
説
明
会
、
留
学
報
告
会

等
を
実
施
し
た
結
果
、
20
15

年
度
以
降
、
最
も
多
い

14
5
名
の
派
遣
留
学
が
決
定
し
、
対
前
年
度
比

で
は

18
.8
％
増
加
（
12
2
名
→
14
5
名
）
し
た
。
 

（
但
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
実
際
の
派
遣
留
学
生
数
は

11
9
名
） 

 （
派
遣
実
績
）
 

 
20
18
年
度

 
20
19
年
度

 
20
19
年
度
 

決
定
者
数

※
2
 

交
換
留
学
生
数
 

51
名
 

43
名

 
53
名
 

派
遣
留
学
生
数
 

49
名
 

56
名

 
56
名
 

語
学
研
修
 

19
名
 

16
名

 
32
名
 

そ
の
他

※
1
 

 3
名
 

 4
名

 
 4
名
 

合
計
 

12
2名

 
11
9名

 
14
5名

 
※
1 
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
バ
レ
ン
シ
ア
国
際
カ
レ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
 
※
2 
留
学
が
決
定
し
た
学
生
数
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
留
学
を

中
止
・
延
期
し
た
人
数
を
含
む
）

 

4
/
8



 

  

計
画

 

No
 

年
度
計
画
の
内
容
 

実
施
状
況
 

教
育

 

13
 

［
教
育
課
程
の
再
編
］
 

学
士
課
程
に
お
い
て
、
全
学
及
び
学
科
等
の

3
つ

の
ポ

リ
シ

ー
の

再
整

備
を

踏
ま

え
、

20
19

年
度
入
学
生
か
ら
、
新
教
育
課
程
を
導

入
す
る
。
 

20
16

年
度
に
立
ち
上
げ
た
全
学
組
織
「
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
策
定
会
議
」
に
お
い
て
、
卒
業
後
の
社

会
と
の
接
続
を
踏
ま
え
、
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

※
作
成
方
針
と
全
学

DP
・
CP
・

AP
を
策
定
し
た
。
 

こ
れ
に
基
づ
き
、
各
学
科
・
学
類
・
基
盤
教
育
セ
ン
タ
ー
で

DP
・
CP
・
AP

を
策
定
し
、
併
せ
て
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ツ
リ
ー
、
科
目
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
を
再
整
備
し
た
。

 

 順
次
性
・
体
系
性
を
重
視
し
た
科
目
の
見
直
し
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ツ
リ
ー
等
の
作
成
）
ま
で
に

3
年
間
か
け
て
計
画
的
に
実
行
し
て
き
た
結
果
、
基
盤
教
育
セ
ン
タ
ー
の
「
基
盤
力
」
を
は
じ
め
、

「
海
外
体
験
の
重
視
」
や
「
環
境
人
材
の
育
成
」
等
、
各
学
部
・
学
群
の
特
色
に
応
じ
た
新
教
育
課

程
を
、
20
19

年
度
か
ら
一
斉
に
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

 

※
卒
業
認
定
・
学
位
授
与
方
針
（

DP
）、

教
育
課
程
編
成
実
施
方
針
（

CP
）、

入
学
者
受
入
方
針
（
AP
） 

 

教
育
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［
ア

ク
テ

ィ
ブ

シ
ニ

ア
を

含
め

た
社

会
人

教
育
の
充
実
］
 

○
新
社
会
人
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
i-
De
si
gn

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
設
す
る
。

ま
た
次
年
度
に
向
け
、
学
修
意
欲
の
高
い
、

よ
り
多
く
の
社
会
人
履
修
を
目
指
し
、
引
き

続
き
幅
広
い
広
報
活
動
を
行
う
。
 

 ○
20
17

年
度

の
文

部
科

学
省

補
助

事
業

en
Pi
T-
Pr
o
に
採
択
さ
れ
た
「
地
域
産
業
の

競
争

力
強

化
を

図
る

人
工

知
能

と
ロ

ボ
ッ

ト
技
術
を
駆
使
し
た

Io
T
技
術
の
社
会
実
装

を
推

進
す

る
実

践
的

人
材

育
成

コ
ー

ス
の

開
発
・
実
施
」（

以
下
「
en
Pi
T-
ev
er
i
事
業
」

と
い
う
。）

に
お
い
て
、
共
同
申
請
校
と
の
連

携
の
も
と
、
社
会
人
向
け
「
人
工
知
能
・
ロ

ボ
ッ
ト
・
Io
T」

に
関
す
る
実
践
教
育
プ
ロ
グ

 

＜
i-
De
si
gn
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
の
開
設
＞
 

新
社
会
人
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「

i-
De
si
gn

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、

2
期
生
募
集
に
向
け
効
果
的
な
広
報
活
動
を
実
施
し
た
結
果
、

1
期
生
に
引
き
続
き
定
員
を
上
回
る

55
名
の
履
修
生
を
獲
得
し
た
。
 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
人
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
に
加
え
、

1
期
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
基
づ

き
、
新
領
域
「
多
様
な
世
界
と
の
対
話
」
を
新
た
に
開
設
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
 

 （
履
修
状
況
）
 

領
域
 

20
19

年
度
 

20
20

年
度

※
 

学
問
と
人
生
 

 9
名
 

10
名
 

地
域
創
生
 

12
名
 

 5
名
 

こ
こ
ろ
の
科
学
 

36
名
 

22
名
 

多
様

な
世

界
と
の

対
話
（

20
20

年
度

開
始

）
 

 
18

名
 

合
 
計
 

57
名
 

55
名
 

履
修
定
員
（
各
領
域

13
名
）
 

39
名
 

52
名
 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
観
点
か
ら
履
修
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
、
20
20

年
度
履
修
決
定
者
は
履
修
の
権
利
を
保
留
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計
画

 

No
 

年
度
計
画
の
内
容
 

実
施
状
況
 

 
ラ

ム
を

本
格

的
に

ス
タ

ー
ト

さ
せ

る
。

ま

た
、
地
元
企
業
や
情
報
関
連
産
業
団
体
等
を

対
象
に
引
き
続
き
広
報
活
動
を
行
う
。

 

＜
en
Pi
T-
ev
er
i
事
業
の
本
格
開
始
＞

 

「
人
工
知
能
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
Io
T
」
に
関
す
る
社
会
人
向
け
実
践
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「

en
Pi
T-
ev
er
i

事
業
」
を
本
格
的
に
開
始
し
、
地
元
の
中
小
企
業
や
情
報
関
連
産
業
団
体
を
対
象
に
広
報
活
動
を
実

施
し
た
。
 

ま
た
、
社
会
人
で
も
履
修
し
や
す
い
よ
う
、
従
来
の

12
0
時
間
の
コ
ー
ス
に
加
え
、
20
20

年
度
か

ら
、
60

時
間
の
履
修
で
も
修
了
で
き
る
短
時
間
コ
ー
ス
の
導
入
、
科
目
別
履
修
者
の
複
数
期
に
ま
た

が
る
累
積
受
講
に
よ
る
修
了
認
定
制
度
の
導
入
が
決
定
し
た
。

 

 

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
状
況
）
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
名
 

20
19
年
度
 

履
修
生

 
20
20
年
度
(前

期
) 

履
修
生
 

コ
ー
ス
受
講
 

7名
 

1名
 

科
目
別
履
修
 

68
名
 

(1
,7
73
コ
マ
) 

10
3名

 
(2
,0
05
コ
マ
) 

 

社
会

貢
献
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［
地

域
共

生
教

育
セ

ン
タ

ー
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の
充
実
］
 

引
き
続
き
、
地
域
の
社
会
貢
献
活
動
に
関
す

る
情
報
を
幅
広
く
集
約
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の

課
題

解
決

や
人

材
育

成
に

つ
な

が
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
発
・
拡
充
し
、
学
生
の

地
域

活
動

へ
の

参
加

の
機

会
を

増
や

す
ほ

か
、
学
生
向
け
説
明
会
、
新
入
生
向
け
ガ
イ

ダ
ン
ス
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
お
け
る
活
動

報
告
や
参
加
呼
び
か
け
に
よ
り
、
地
域
活
動

へ
の
参
加
を
促
進
す
る
。
 

［
20

22
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
学
生
数
：

10
％
増
加
（2

01
5
年
度
比
）］
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
学
生
数
は
引
き
続
き
増
加
し
、
20
19

年
度
は

20
15

年
度
比

1.
72

倍
と
な
る

52
3
名
の
学
生
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
20
15

年
度
以
降
最
も
多
い
参
加
学
生
数
と
な
っ
た
。
 

 （
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
 

学
内
の

SD
Gs

の
取
組
み
を
発
信
す
る
「
キ
ャ
ン
パ
ス

SD
Gs

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（

参
加
者

 1
5
名
）
 

 
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
数
及
び
参
加
学
生
数
）

 

 
20
15

年
度

 
20
16

年
度
 

20
17

年
度
 

20
18

年
度
 

20
19

年
度
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
数
 

16
 

17
 

19
 

19
 

19
 

参
加
学
生
数
 

30
4
名
 

34
9
名
 

43
0
名
 

47
2
名
 

52
3
名
 

対
20
15
年
度
比
 

- 
1.
15
 

1.
41
 

1.
55
 

1.
72
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管
理

運
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［
自
主
財
源
の
確
保
］
 

外
部
研
究
資
金
の
獲
得
等
に
よ
り
、
外
部
資

金
等
を
年
間
６
億
円
以
上
獲
得
す
る
。

 

［
外
部
研
究
資
金
：
年
間
６
億
円
以
上
］

 

研
究
活
動
の
推
進
に
よ
り
、
4
年
連
続
し
て
目
標
額

6
億
円
を
大
き
く
上
回
る
外
部
研
究
資
金
を

獲
得
し
た
。
 

 

（
外
部
資
金
獲
得
実
績
）
 

 
20
15

年
度
 

20
16

年
度

 
20
17

年
度
 

20
18

年
度

 
20
19

年
度
 

件
数
 

27
5件

 
32
1件

 
32
5件

 
32
0件

 
31
1件

 

獲
得
額
 

67
5百

万
円
 

81
7百

万
円

 
83
6百

万
円
 

73
3百

万
円

 
77
4百

万
円
 

 

管
理

運
営

 

64
 

［
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
］
 

○
北
方
キ
ャ
ン
パ
ス
の
老
朽
化
し
た
施
設
・

設
備
に
つ
い
て
、
20
18

年
度
見
直
し
を
行

っ
た
「
長
期
修
繕
計
画
」
を
踏
ま
え
、
財

源
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
計
画
的
に
整
備

に
取
り
組
む
。
ま
た
、
他
建
物
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
調
査
を
行
う
。
 

 ○
ひ

び
き

の
キ

ャ
ン

パ
ス

の
施

設
に

つ
い

て
、
長
期
改
修
計
画
（
建
物
面
）
に
基
づ

い
た
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
計
画
外

で
発
生
し
た
改
修
に
つ
い
て
も
、
緊
急

 

性
・
優
先
度
に
応
じ
て
実
施
す
る
。
ま
た
、

建
物
面
と
同
様
に
、
電
気
設
備
や
空
調
設

備
、
給
排
水
設
備
等
の
設
備
面
に
つ
い
て
、

専
門
業
者
へ
の
委
託
に
よ
り
長
期
改
修
計

画
を
作
成
す
る
。
 

  

＜
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
主
な
整
備
状
況
＞

 
北
方
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
新
た
な
長
期
修
繕
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
体
育
館
兼
講
堂

の
屋
根
防
水
等
改
修
工
事
や

2
号
館
外
壁
等
改
修
工
事
を
実
施
し
た
。

 
ま
た
、
ひ
び
き
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
設
備
面
の
長
期
改
修
計
画
作
成
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
計
測
・
分
析
セ
ン
タ
ー
外
壁
改
修
工
事
を
実
施
し
た
。

 
 ＜
女
子
ト
イ
レ
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＞

 
学
長
指
示
に
よ
り
、
北
方
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
女
子
学
生
を
中
心
と
す
る
「
女
子
ト
イ
レ
改
善

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
他
事
例
等
の
研
究
や
専
門
家
と
の
意
見
交
換
の
結
果
を
提

案
書
に
ま
と
め
、
一
部
ト
イ
レ
の
改
修
内
容
に
反
映
・
活
用
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
み
の
成
果
を
生

か
し
、
今
後
３
年
間
で
本
館
、
１
号
館
等
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
８
割
を
目
標
に
本
提
案
を
生
か
し

た
改
修
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
学
生
本
位
の
施
設
整
備
の
在
り
方
と
し
て
、
意
義
あ
る
事
例
と

し
て
高
く
評
価
し
た
。
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［
危
機
管
理
体
制
の
強
化
］
 

○
様
々
な
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
、
危
機

発
生
時
の
緊
急
連
絡
体
制
に
つ
い
て
、
必

要
に
応
じ
て
適
宜
見
直
し
を
行
う
。
海
外

に
お
け
る
危
機
管
理
に
つ
い
て
は
、
関
係

部
署
と
連
携
し
、
海
外
危
機
管
理
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
等
に
よ
り
、
危
機
管
理
の
意
識

を
高
め
る
と
と
も
に
、
海
外
危
機
管
理
に

関
す
る
「
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
JC
SO
S

や
関

係
部

署
と

の
連

携
の

下
、
「

海
外

危

機
管
理
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
施
す

る
。
 

 ○
入

学
時

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
や

学
生

生
活
安
全
講
習
会
に
お
い
て
、
リ
ス
ク
に

対
す

る
注

意
喚

起
を

学
生

に
行

う
と

と

も
に
、
事
故
・
災
害
等
を
想
定
し
た
研
修
・

訓
練
の
実
施
や
「
安
全
・
安
心
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
等
の
配
布
を
通
じ
、
全
学
的
な
危

機
管
理
意
識
を
高
め
る
。
 

 

＜
海
外
危
機
管
理
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
＞

 

JC
SO
S
と
連
携
し
、
実
施
し
た
「
海
外
危
機
管
理
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
具
体
的
危
機
事
象

を
事
前
に
知
ら
さ
れ
ず
、
年
度
計
画
時
に
想
定
し
て
い
た
以
上
に
緊
迫
し
た
な
か
で
、
丸
半
日
か
け

て
実
施
さ
れ
た
。
JC
SO
S
か
ら
高
い
評
価
を
得
た
一
方
で
、
課
題
も
明
ら
か
に
な
り
、
海
外
危
機
へ

の
対

応
の

み
な

ら
ず

危
機

管
理

全
体

へ
の

意
識

づ
け

や
実

効
性

の
あ

る
体

制
づ

く
り

に
強

い
印

象

を
残
し
、
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
っ
た
た
め
高
く
評
価
し
た
。
 

 ＜
危
機
管
理
に
対
す
る
全
学
的
な
取
組
み
＞

 

新
入
生
に
は
「
安
全
・
安
心
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
配
布
し
、
在
学
生
に
は
学
生
生
活
安
全

講
習

会
や

防
犯

教
室

を
開

催
す

る
等

、
危

機
管

理
意

識
を

高
め

る
た

め
に

多
角

的
な

施
策

を
講

じ

た
。
 

ま
た
、
消
防
署
と
合
同
で
学
生
・
教
職
員
を
対
象
と
し
た
防
災
訓
練
を
開
催
し
た
ほ
か
、
学
生
団

体
と
大
学
事
務
局
で
開
催
し
て
い
る
連
絡
会
議
の
開
催
回
数
を
増
や
し
、
連
携
を
強
化
し
た
。
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